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第
７。
回
企
画
展

「紫
香
楽
と
信
楽

―
宮
の
造
営
と
焼
き
物
の
歴
史
―
」

会
期
　
令
和
７
年
７
月
１９
日
（土
）～
９
月
２３
日
（火
・祝
）

会
場
　
企
画
展
示
室

・
第
２
常
設
展
示
室
の
一
部

今
を
遡
る
こ
と
１
２
５
０
年
ほ
ど
前
の
天
平
年
間
、
聖

武
天
皇
は
信
楽
の
地
に
紫
香
楽
宮
を
造
営
し
ま
す
。
甲
賀

寺
で
は
巨
大
な
鷹
合
那
仏

（大
仏
）
も
造
ら
れ
始
め
ま
す
が
、

２
年
を
経
ず
し
て
頓
挫
し
、
事
業
は
東
大
寺
に
受
け
継
が

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
，

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
７
０
０
年
後
、
信
楽
は

「茶
陶
」
、
つ

ま
り
茶
の
湯
の
焼
き
物
の
名
と
し
て
再
度
、
歴
史
の
表
舞

台
に
現
れ
ま
す
。
現
在
、
甲
賀
市
信
楽
町
を
中
心
と
す
る

地
域
で
作
ら
れ
て
い
る

「信
楽
焼
」
の
始
ま
り
で
す
。

紫
香
楽
と
信
楽
。
「宮
」
と

「焼
き
物
」
の
歴
史
に
輝
く

２
つ
の
シ
ガ
ラ
キ
の
名
は
、
な
ぜ
こ
の
地
に
誕
生
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
・

今
回
の
展
示
で
は
そ
の
謎
を
、
シ
ガ
ラ
キ
の

「土
」
を

通
じ
て
読
み
駆
き
ま
す
。
発
掘
さ
れ
た
考
古
資
料
、
縄
文

時
代
～
安
土

・
桃
山
時
代
の

「焼
き
物
」
を
積
極
的
に
用

い
て
、
紫
香
楽
宮
の
全
体
像
と
、
信
楽
の
焼
き
物
づ
く
り

の
歴
史
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
（大
道
和
人
）

【主
な
展
示
資
料
】
△
は
県
指
定
文
化
財
、
回
は
市
指
定
文
化
財

□
宮
町
遺
跡
出
土
資
料

（甲
賀
市
教
育
委
員
会
蔵
）
、
△
鍛
冶
屋

敷
遺
跡
出
土
資
料

（滋
賀
県
蔵
）
、
□
内
裏
野
廃
寺

（甲
賀
寺
跡

推
定
地
）
出
土
資
料

（甲
賀
市
立
雲
井
小
学
校
蔵

・
滋
賀
県
蔵
）
、

古
信
楽

（県
立
陶
芸
の
森
蔵
）

江田古墓 甕
(滋賀県工業技術総合センター信楽窯業技術試験場蔵)

「な
ぜ
紫
香
楽
で
大
仏
を
造
り
始
め
頓
挫
し
た

の
か
―
聖
武
天
皇
と
紫
香
楽
宮
―
」

８
月
９
日
（土
）

１３
時
～
１７
時

基
調
講
演

「聖
武
天
皇
に
と
っ
て
紫
香
楽
宮
と
は
？
」

講
師

神
野

恵
氏

（奈
良
文
化
財
研
究
所
）

基
調
報
告
①

「史
跡
紫
香
楽
宮
跡
の
発
掘
調
査
１
」

講
師

小
谷
徳
彦
氏

（甲
賀
市
教
育
委
員
会
）

基
調
報
告
②

「史
跡
紫
香
楽
宮
跡
の
発
掘
調
査
２
」

講
師
　
大
道
和
人

（当
館
学
芸
員
）

基
調
報
告
①
「な
ぜ
紫
香
楽
か
？
」

講
師

細
川
修
平
氏

（滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
）

討
論

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

参
加
貴
　
１
０
０
０
円

（資
料
代
・
入
館
料
）

△本　
場
　
当
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
口貝
　
１
２
０
名

（先
着
順
）

〈企
画
展
関
連
講
座
〉

「甲
賀
の
焼
き
物
の
歴
史
」

講
師
　
伊
藤
航
貴
氏

（甲
賀
市
教
育
委
員
会
）

８
月
３０
日
（土
）

１
，
３
時
３０
分
～
１５
時

参
加
費
　
５
０
０
円

（資
料
代
）

〈
泰
　
場
　
当
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
口貝
　
１
２
０
名

（先
着
順
）

〈
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〉

「土
器
に
ふ
れ
て
！
作
っ
て
！
焼
こ
う
，
」

（詳
細
は
最
終
頁
参
照
）

〈特
別
陳
列
Ⅲ
〉

「信
楽
焼
と
民
藝

―

柳

宗

悦

に
見

出

さ
れ
た
信

楽

の
美

」

△泰

期

令
和
７
年
９
月
２
日
（火
）
～
９
月
２８
日
（日
）

△ム　
場

当
館
望
楼
下

〈特
別
陳
列
Ⅲ
関
連
講
座
〉

「ア
ー
ト
か
ら
み
た
考
古
遺
物
の
魅
力
」

講
師

松
井
利
夫
氏

（県
立
陶
芸
の
森
館
長
）

９
月
７
日
（
日
）

１３
時
３０
分
～
１５
時

参
加
費
　
５
０
０
円

（資
料
代
）

△
不
　
場
　
当
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

定
　
口貝
　
１
２
０
名

（先
着
順
）

|

近世信楽焼 青簾甕 19世紀
(県立陶芸の森蔵)
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資
料
紹
介

る

っ
か

く

し

し

き

も

く

　

　

お

お

た

に

ぼ

ん

六
角
氏
式
目
―
大
谷
本
‐

１
冊

江
戸
時
代
写

当
館
蔵

群
雄
割
拠
す
る
戦
国
時
代
、
大
名
ら
は
家
臣
団
の
統
制

や
領
国
支
配
の
た
め
、
独
自
の
国
内
法
を
定
め
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
ら
は

「分
国
法
」
「戦
国
家
法
」
等
と
呼
ば
れ
、

現
在
、
１０
種
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、
南
近
江
を
支
配
し
た
六
角
氏
が

制
定
し
た

「六
角
氏
式
目
」
で
す
。
原
本
は
残

っ
て
お
ら

ず
原
題
も
不
明
で

（同
時
代
史
料
に
は

「置
目
」
と
記
さ

れ
ま
す
）
、
便
宜
上
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
編

は
６７
条
か
ら
成
り
、
年
貢
収
納
な
ど
の
租
税
法
か
ら
始
ま

る
農
民
支
配
の
方
法
、
家
族
関
係
な
ど
の
民
法
、
刑
事
犯

罪
に
関
す
る
規
定

（刑
法
）
、
所
領
相
論
な
ど
の
訴
訟
法
や

そ
の
手
続
き
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
法

律
分
野
を
カ
バ
ー
し
た

一
大
法
典
で
し

た
。こ

の
よ
う
に
書
く
と
、
領
主
の
六
角

氏
が
権
力
に
任
せ
て
定
め
、
家
臣
や
領

民
に
守
ら
せ
た
よ
う
に
思

っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
ど
う
も
状
況
は
違
う
よ
う
で

す
。
条
項
に
続
き
、
こ
れ
ら
を
迅
草
し

れ
ん
し
ょ

た
家
臣
２。
名
が
連
署
し
て
内
容
に
間
違

い
な
い
と
す
る
起
請
文
を
記
し
、
後
に

当
主
の
六
角
義
治
と
剃
髪
し
た
父
承
禎

が
そ
の
内
容
を
認
め
遵
守
を
誓
う
起
請

文
が
続
き
ま
す
。

実
は
、
こ
の
式
目
が
制
定
さ
れ
た
永
禄
１０
年

（
１
５
６
７
）

の
４
年
前
、
当
主
の
義
治

（当
時
は
義
弼
と
名
乗
る
）
が

重
臣
の
後
藤
父
子
を
観
音
寺
城
で
謀
殺
し
、
反
発
し
た
他

・
の
重
臣
が
反
乱
を
起
こ
す

「観
音
手
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る

事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
家
中
の
主

従
関
係
は
破
綻
し
、
機
を
狙

っ
た
江
北
の
浅
井
氏
が
南
進

す
る
な
ど
、
六
角
氏
の
支
配
は
危
機
に
陥
り
ま
す
。
式
目

の
制
定
は
、
こ
の
状
況
を
収
拾
し
家
中
体
制
を
再
編
す
る

た
め
だ

っ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
努
力
も
空
し
く
、
翌
年
上
洛
す
る
織
田
信
長
に
よ
っ
て
、

六
角
氏
の
支
配
は
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。

写
真
の
式
目
は
、
野
洲
市
の
神
官
家
で
あ
る
大
谷
家
が

所
蔵
し
て
い
た
写
本
で
す
が
、
こ
の
た
び
当
館
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
展
示
を
し
て
い
ま
す
が
、

機
を
見
つ
け
て
館
蔵
資
料
と
し
て
の
お
披
露
目
展
示
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

（高
木
叙
子
）

安
土
城
築
城
４
５
０
年
に
向
け
て

再
来
年
、
令
和
８
年

（２
０
２
６
）
は
、
安
土
城
築
城
が

開
始
さ
れ
た
天
正
４
年

（１
５
７
６
）
か
ら
４
５
０
年
目
の

節
目
に
あ
た
る
年
で
す
。
滋
賀
県
が
現
在
進
め
て
い
る

「幻

の
安
土
城
」
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、
令
和
８
年
を
タ
ー

ゲ
ツ
ト
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
発
掘
調
査
や
安
土
城
の
見
え
る
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
築
城
４
５
０
年
を
記
念
す

る
機
運
醸
成
事
業
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
は
、
春
は
安
土
城
跡
の
こ
れ

ま
で
の
調
査

・
整
備
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
大
勢
の
皆
さ
ま

に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
に
も
信
長
と
安
土
城
を

テ
ー
マ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
令
和
８
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「豊
臣
兄
弟
Ｉ
Ｌ

が
放
映
さ
れ
ま
す
。
安
土
も
舞
台
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
今
後
、
ま
す
ま
す
安
上
で
戦
国
が
盛
り
上
が
っ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

安
土
城
考
古
博
物
館
は
、
３
月
に

「安
土
城
。信
長
・戦
国
」

の
テ
ー

マ
館

と
し

て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
秋
に
は
安
土
城

の
ア
プ
リ
も
完
成
す
る
予

定
で
す
。
博
物
館
の
展
示

を
楽

し

み
、
ア
プ

リ
を

持

っ
て
安
土
城
跡
を
見
学

し
て
、
戦
国
の
メ
ッ
カ
安

土
を
ぜ
ひ
、
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

（滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
）

博物館シアター映像タイトル
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第70回企画展「紫香楽と信楽」7月 19日 (土)～ 9月 23日 (火・祝)

博

物

館

の

主

な

催

し

特別陳列 I・ 地域連携企画展「明智光秀と近江」
6月 3日 (火 )～ 8月 3日 (日 )

特別陳列Ш「信楽焼と民藝」
9月 2日 (火 )～ 9月 28日 (日 )

特別陳列こ「城郭出上の笏谷石」
6月 17日 (火)～ 7月 19日 (土 )

9月 8月 7月

１
日
（月
）

７
日
（日
）

８
日
（月
）

‐３
日
（土
）

‐６
日
（火
）

２４
日
（水
）

２９
日
（月
）

休
館
日

特
別
陳
列
Ⅲ
関
連
講
座

「ア
ー
ト
か
ら
み
た
考
古
遺
物
の
魅
力
」

講
師
…
松
井
利
夫
氏

（県
立
陶
芸
の
森
館
長
）

休
館
日

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

「土
器
に
ふ
れ
て
！
作
っ
て
！
焼
こ
う
！
」
②

「野
焼
き
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈要
予
約
〉

休
館
日

休
館
日

休
館
日

４
日
（月
）

９
日
（土
）

１０
日
（日
）

‐２
日
（火
）

‐８
日
（月
）

２４
日
（日
）

２５
日
（月
）

３０
日
（土
）

休
館
日

企
画
展
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「な
ぜ
紫
香
楽
で
大
仏
を
作
り
始
め
頓
挫
し
た
の
か
―
聖
武
天
皇
と
紫
香
楽
宮
―
」

講
師
…
神
野
恵
氏
会
示良
文
化
財
研
究
所
）
・
細
川
修
平
氏
（滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
）

小
谷
徳
彦
氏
（甲
賀
市
教
育
委
員
会
）
。
大
道
和
人
（当
館
）

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

「土
器
に
ふ
れ
て
！
作
っ
て
！
焼
こ
う
！
」
①

「土
器
作
り
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〈要
予
約
〉

休
館
日

休
館
日

体
験
博
物
館

「勾
玉
を
作
ろ
う
」
〈要
予
約
〉

休
館
日

企
画
展
関
連
講
座

「甲
賀
の
焼
物
の
歴
史
」

講
師
…
伊
藤
航
貴
氏

（甲
賀
市
教
育
委
員
会
）

連
続
講
座
Ｉ

「近
江
の
城

調
査
・研
究
の
最
前
線
」
③

「発
掘
調
査
成
果
か
ら
み
た
境
目
の
城
」

講
師
…
石
田
雄
士
氏

（米
原
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

休
館
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奪

休
館
日

連
続
講
座
Ｉ

「近
江
の
城

調
査
・研
究
の
最
前
線
」
④

「近
江
の
朝
と
笏
谷
石
」

講
師
…
古
山
明
日
香
氏

（長
浜
市
産
業
観
光
部
文
化
観
光
課
）

休
館
日

休
館
日

５
日
（土
）

７
日
（月
）

‐４
日
（月
）

‐９
日
（土
）

２２
日
（火
）

２８
日
（月
）

こ
の
夏
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
上
器
を
焼
サ⊆
う
！

７
月
１９
日

（土
）
か
ら
始
ま
る
夏
の
企
画
展

「紫
香

楽
と
信
楽
」
で
は
、
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「土
器
に

ふ
れ
て
！
作

っ
て
！
焼
こ
う
Ｉ
Ｌ

を
開
催
し
ま
す
。
当

館
と
県
立
陶
芸
の
森

（甲
賀
市
信
楽
町
）
の
２
会
場
で

実
施
す
る
周
遊
型
企
画

（全
２
回
）
で
す
。
第
１
回
は
、

博
物
館
の
学
芸
員
と
本
物
の
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器
に

さ
わ

っ
て
よ
く
観
察
し
て
か
ら
、
陶
芸
家
と

一
緒
に
土

器
を
制
作
し
ま
す
。
約
１
か
月
乾
燥
さ
せ
た
後
、
第
２

回
で
は
屋
外
で
薪
を
組
み
、
作

っ
た
土
器
を

「野
焼
き
」

し
ま
す
。
窯
で
焼
成
す
る
方
法
が
日
本
に
伝
わ
る
以
前
、

縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
土
器
作
り

の
技
術
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
者
の
方
は
、
も
ち
ろ
ん
企
画
展
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
展
示
室
に
は
、
土
器
作
り
の
歴
史
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

ぐ
る
ぐ
る
と
二
重
に
め
ぐ
る
国
縁
の
装
飾
が
見
事
な
竜

ケ
崎
Ａ
遺
跡

（近
江
八
幡
市
安
土
町
）
の
縄
文
土
器
で
す
。

安
土
山
の
麓
か
ら
出
土
し
た
約
４
２
０
０
年
前

（縄
文

時
代
中
期
後
棄
）
の
土
器
で
、
形
や
装
飾
に
は
東
海
地

方
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。
当
時
の
安
土
に
暮
ら
す
人
々

が
周
辺
地
域
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

安
土
と
信
楽
を

堪
能
で
き
る
夏
の

イ
ベ
ン
ト
、
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
　

（瓜
生
翠
）

竜ヶ崎A遺跡 縄文土器 (滋賀県蔵)
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